
R5事業実施プロセスシート

部 課 視点・政策 施策

1
土
木
部

道
路
管
理
課

3．交通安全
の施設整備と
啓発を行い、
交通事故を
減らします

3．交通安
全の施設整
備と啓発を
行い、交通
事故を減ら
します

交通安全施設整備
事業

データに基づく交通
安全施設の整備

兵庫県の交通事故統計オープンデータ
に基づき事故が多い地域に重点的に交
通安全施設を整備し、交通事故の減少
を図る。

人身事故発生件数の減少
令和2年実績535件以下を目指す
令和4年実績：563件

4月～5月:データ分析・対象地区選定
6月:対象地区コミュニティへの危険箇所のヒアリング
7月～8月:対策箇所の選定、立会
9月:対策の検討
10月:対策工事発注
12月:工事完成

★

4月：対象地区選定・案内文等の作成
5月：対象地区決定（桜小・多田小・清和台小の３コミュニティにて実施）
　　　危険箇所調査準備
6月：対象地区コミュニティへ調査依頼等文書送付(6/6)
7月：対象地区現場立会(桜小7/25・多田小8/1・清和台小8/8）
8月：立会結果による地域、警察等意見聴取
9月：対策の検討
10月：対策内容の精査および警察協議
11月：対策内容の決定。工事発注。
12月：順次工事施工。（11カ所）
1月：路面標示工事完了（１／３１）⇒整備完了

2
土
木
部

交
通
政
策
課

3．交通安全
の施設整備と
啓発を行い、
交通事故を
減らします

3．交通安
全の施設整
備と啓発を
行い、交通
事故を減ら
します

交通安全啓発事業

高齢者の運転免許
証返納に対する報
奨制度

70歳以上で運転免許証自主返納した市
民を報奨する制度を創設し、高齢者によ
る交通事故発生の抑制を図ります。

運転免許自主返納者数：７００名/年

４月：制度の確定
４月：制度の周知開始（随時周知を実施）
５月：報奨制度の運用開始

→

4月：制度の確定、チラシやポスターの配布、SNS等で制度の周知を実施
5月：報奨制度の運用開始
9月：各駅構内、バス、ワクチン接種会場でのポスター掲示を依頼
10月：医師会、歯科医師会、薬剤師会会員施設及び阪急バスでのポスター
掲示を依頼
11月：ワクチン接種会場でのポスター掲示開始
　　　 10ヶ月分申込件数（496件）　以降継続実施

3
土
木
部

道
路
整
備
課

2．道路や橋
りょうの安全
性・機能性を
高めます

2．道路や
橋りょうの
安全性・機
能性を高め
ます

道路改良事業 御社橋拡幅整備
兵庫県による多田神社前の御社橋の架
替について協力しながら進めるとともに
用地補償等の費用を負担します。

用地買収等
　契約件数　Ｎ＝3件
　（取得面積　Ａ＝337㎡）
　（物件補償　Ｎ＝3件）
   物件調査　Ｎ＝3件
工事
　仮橋設置　L＝75m

負担金（橋梁拡幅部分等の負担）
　4月：兵庫県と年度協定、委託契約の締結（R5年度）
　4月～：物件調査(県）
　6月～：関係者と歩道位置の協議
  6月～：文化財審議委員会の開催（市）
　7月～：仮橋の工事着手（完了R6.3）（県）
　1月～：権利者交渉

→

負担金（橋梁拡幅部分等の負担）
　4月～：物件調査(県）
　5月：歩道位置の協議（多田神社の承諾を得た）
　6月：公安協議（歩道位置等）の資料作成、占用者との工程調整
　7月：工事の地元周知、文化財審議会（8/1）に向けた準備
　8月：文化財審議委員会を開催（8/1）、協議継続
　　　　公安協議により歩道位置（下流側）の方針が確定（8/22）
　　　　仮橋の工事着手（R6.3月完了予定）
　9月：関係者への工事計画の概要説明　（多田コミュニティ役員、
　　　　自治会等、多田小学校）
　　　　今後、各自治会へ個別説明の予定（10月下旬～11月初旬）
10月：県文化財課との協議(10/23)
　　　 多田院自治会への事業説明(10/29）
11月：多田コミュニティ、多田小学校保護者への事業説明（11/11）
12月：仮橋（作業構台）の整備
 1月：文化財審議委員との協議（1/12）
 2月：文化財審議委員等との協議（2/19、2/28）

4
土
木
部

道
路
整
備
課

2．道路や橋
りょうの安全
性・機能性を
高めます

2．道路や
橋りょうの
安全性・機
能性を高め
ます

街路新設改良事業 見野線新設改良
東谷中学校への通学路である都市計画
道路見野線の拡幅に係る用地購入およ
び工事を行います。

用地買収等
　契約件数　Ｎ＝11件
　（取得面積　Ａ＝603㎡（23筆））
　（物件補償　Ｎ＝9件）
工事
　整備延長　Ｌ＝220ｍ　

〇物件調査
　4月：物件調査委託入札準備
　7月：物件調査入札
　8月：標準地鑑定業務
 10月：物件評価調書完成、標準地価格決定
　　　　用地交渉実施
〇用地補償
 　4月～：１～4工区の権利者交渉・順次契約
〇工事
 　6月　 ：工事発注（上下水道合併入札）
 　8月～：工事
　 3月　 ：工事完了 →

〇物件調査
　4月～6月：物件調査委託入札準備

〇用地補償
　4月～：１～4工区の権利者交渉・順次契約
　5～8月：権利者交渉（R5工事区間：8件全件契約済）
　9～2月：権利者交渉（R6工事区間：13件中10件契約済）

〇工事
　5月～6月：工事発注における準備中
　7月：起工（上下水道合併入札）
　8月：開札（8/25）、契約締結（8/31）
　9月：占用者調整会議（9/29）
10月：着工（10/23）、占用者調整会議（第2回）（10/29）
11月：占用者調整会議（第3回）（11/28）
12月：占用者移設工事、北側歩道整備着手
　　　占用者調整会議（第4回）（12/21書面開催）
  1月：北側歩道整備（2月初旬から南側着工）
　　　占用者調整会議（第5回）（1/24書面開催）
  2月：南側歩道整備着手

上下水道
局

土木部
所管 基本計画

№ 総合戦略 事業名 取組名 取組の概要 年度目標 年度計画 進捗度 進捗状況 関係所管



R5事業実施プロセスシート

部 課 視点・政策 施策

土木部
所管 基本計画

№ 総合戦略 事業名 取組名 取組の概要 年度目標 年度計画 進捗度 進捗状況 関係所管

5
土
木
部

公
園
緑
地
課

4．公園を利
用しやすくし
ます

4．公園を利
用しやすく
します

公園改良事業

特色ある公園づくり
に向けた地域の取
組みへの支援

・地域が主体となって、公園の利用方法
やあり方を議論し、公園利用の活性化を
目指す。そのためのアドバイザー派遣に
より、議論しやすい環境作りの支援を行
う

・面的なマネジメントの取組支援（1地域)
・1公園に特化した取組支援(2～3公園)
（現在、事業スキームについて庁内協議
中）

4～6月：ルール変更の仕組みの構築及び支援要綱の制定
7月：市域全域への周知（コミュニティ協議会連合会等）
8～3月：ルール変更の相談への対応
随時：支援の受付

→

4月：ルール変更の仕組みの構築
5月：ルール変更の仕組みの構築及び支援要綱の策定に係る市長協議
（5/31）
6月：第5回WSの開催（6/4）、市議会へ概要を情報提供、庁内協議2回実施
（行革）
7月：広報誌7月号に掲載、ハンドブックの策定
8月：コミュニティ協議会連合会への説明（8/16）
9月：自治会長へのハンドブック郵送
10～12月：事前相談受付（加茂自治会、けやき坂自治会、多田グリーンハ
イツ自治会、絹延町自治会、個人（多田東）、北陵コミュニティ）
12月：プランニングシート作成依頼（個人（多田東））
1月：プランニングシート作成依頼（絹延町自治会）
2月：プランニングシート受付（個人（多田東））

6
土
木
部

交
通
政
策
課

3．交通安全
の施設整備と
啓発を行い、
交通事故を
減らします

3．交通安
全の施設整
備と啓発を
行い、交通
事故を減ら
します

放置自転車対策事
業

駐輪場の運営手法
の見直し

市民サービスの向上・平準化及び受益
者負担の適正化を図るため、有料駐輪
場へ見直しを行う。

駐輪場の管理体制変更完了
(市内23駐輪場)

5月：事業者公募の実施
7～8月：事業者の決定
9月：事業者との契約
9月～3月：放置禁止区域拡大に向けた対応(看板設置等)
9月：有料化に係る広報開始
12月～3月：駐輪場の有料化工事実施 →

4月：公募に向けた準備の実施
5月：事業者公募の実施
6月：事業者から参加表明受付
7月：事業者のプレゼンテーションを実施/有料化の周知開始
8月：第1優先交渉事業者を決定
10月：貸付契約の締結
11月：広報紙及び駐輪場における有料化の周知を実施
12月：事業者間の引継ぎや工事関係の調整の実施
１月：引継施設の現地確認の実施
2月：定期申込み方法等の周知を開始

7
土
木
部

公
園
緑
地
課

4．公園を利
用しやすくし
ます

4．公園を利
用しやすく
します

公園改良事業

スケートボードパー
クの整備実現性の
検討

・公園ルール見直し、クラウドファンディ
ングの活用等、スケートボードパークの
整備実現性に向け検討します

スケートボードパークの整備内容の決定

4～6月：アンケート結果の集計、検証
7～8月：整備等の方向性の検討、クラウドファンディングの仕組
みの構築
8月：実施計画 →

5月：スケボーイベントに合わせたアンケート調査（5/5）
6月～：これまでのアンケート調査の集計及び分析（継続中）
7月：公園でのスケボー利用及び施設整備の可能性の検討
11月：企画財政部協議（11/13）
2月：加茂6児童遊園地の再整備に係る市長協議(2/1)

8
土
木
部

公
園
緑
地
課

4．公園を利
用しやすくし
ます

4．公園を利
用しやすく
します

公園改良事業
みどりの基本計画の
策定

・都市緑地法に基づく緑に関する総合的
な計画を総合計画や都市計画マスター
プランの改定に合わせて、改訂作業を行
います。

みどりの基本計画の策定

4月：計画素案の作成
5月：都市計画審議会（素案の確認）
6～8月：計画素案の作成
9月：都市計画審議会（答申）、計画案の策定
10～12月：パブリックコメントの実施
1～2月：計画策定
3月：公表

→

4月：計画素案の作成
5月：都市計画審議会（素案の確認）（5/31）
6～7月：庁内協議2回実施し、計画素案の修正
7月：都市計画審議会へ素案の再確認（7/7～21）
8月：計画案の作成
9月：パブコメに向けた政策調整会議（9/20）
10月：都市計画審議会（答申）（10/13）
11月：建設常任委員協議会（11/1）、パブリックコメントの実施（11/2～12/1）
12月：政策調整会議（12/7）、建設常任委員協議会（12/20）
1月：パブリックコメントの結果公表（1/15～2/13）
2月：都市計画審議会（見直し結果報告）（2/7）

都市政策
課

9
土
木
部

交
通
政
策
課

8．総合的な
交通環境の
向上を図りま
す

8．総合的
な交通環境
の向上を図
ります

公共交通支援事業
（仮称）川西市公共
交通計画の策定

人口減少・高齢化など公共交通を取り巻
く環境変化に対応し、持続可能な公共交
通を確保するため、（仮称）川西市公共
交通計画の策定を進めます。

・公共交通計画の策定完了
・令和６年度実施事業に係る予算編成

5月：取組み事業の決定
7月：素案の確定
9月：原案の確定
11月：パブリックコメントの実施
12月：計画案に基づく予算編成
2～3月：計画書の確定 →

4月～5月：取組み事業案の作成
7月：地域公共交通会議で素案の協議
8～10月：原案策定に向けた調整を実施
11月：原案策定及び計画策定に係る地域公共交通会議からの答申を受領
12月：パブリックコメントの実施（12/5～1/4）
1月 ：パブリックコメントを受けた建設常任委員協議会（1/24）
2月：パブリックコメント結果の公表(2/15～3/15)

10
土
木
部

交
通
政
策
課

8．総合的な
交通環境の
向上を図りま
す

8．総合的
な交通環境
の向上を図
ります

公共交通支援事業

平野山下線・大和団
地線の持続可能な
運行への見直し

市立川西病院の移転に伴い、当該路線
の位置付けの見直しを行い、地域に必
要な交通体系を検討し、持続可能な運
行への再編に向けた調整を行います。

・当該路線の今後のあり方に係る
　方針の決定(公共交通計画に規定)
・決定された方針実現へ向けた検討の
　実施

4月：当該路線の今後のあり方に係る検討の実施
6月：当該路線に係る今後のあり方を地域公共交通会議で協議
7月：上記内容を地域公共交通会議の場で決定
8月～：地域団体とともに方針に基づいた交通の実現に向けた
　　　　協議を実施

→

4月～6月：地域公共交通会議委員の意見を踏まえたあり方の検討を実施
7月：路線の今後のあり方を地域公共交通会議で協議し、方向性を決定
8月：地元団体との協議に向けた調整を実施
9～10月：地元団体との協議を実施
11月：R6年10月以降の暫定運行に係る評価方法を地域公共交通会議で協
議し、方向性を決定
12月：地域公共交通会議の内容について、地域、事業者と調整を実施
１～2月：輸送見込みを基にR6年10月以降の運行方針を地域、事業者と協
議



R5事業実施プロセスシート

部 課 視点・政策 施策

土木部
所管 基本計画

№ 総合戦略 事業名 取組名 取組の概要 年度目標 年度計画 進捗度 進捗状況 関係所管

11
土
木
部

交
通
政
策
課

3．交通安全
の施設整備と
啓発を行い、
交通事故を
減らします

3．交通安
全の施設整
備と啓発を
行い、交通
事故を減ら
します

交通安全啓発事業

自転車交通安全対
策の推進
(ソフト事業)

市内の自転車関係交通事故の多発を受
け、自転車事故減少に向けて重点的に
啓発・教育を行います。

自転車事故の減少：前年比53件減
　　　　　　　　　　　　　の130件
　　　　　　　　　　　　　(約30％減)

4月：自転車事故発生箇所情報の分析及びコミ単位での集計
6月：コミ別危険箇所マップの作成完了
7月：コミ別危険箇所マップ図の配信開始
随時：事故発生箇所での街頭啓発
随時：中学生・高校生に対する交通安全指導の強化
　　　　(事故発生箇所図を用いた教育　など)

→

4月：自転車事故発生箇所情報の分析及びコミ単位での集計を実施
5月：事故発生箇所図を用いた中学校・高校（各１校）への指導実施
6月：広報誌6月号に自転車交通安全に関する特集記事を掲載
7月：コミ別危険箇所マップ完成。各コミュニティが構成する会議で配布
8月：コミ別危険個所マップの配信開始
9月：自転車交通安全を含む体験型の交通安全フェアを実施
10月～11月：ワクチン接種会場で危険箇所マップのPRを実施
11月：緑台高校と協力して生徒向け街頭啓発を実施
12月：高校通学路(東谷地区)で街頭啓発を実施
1月：R5年自転車事故統計結果の分析を実施
2月：高校入学説明会における啓発活動に向けた調整の実施
　 　　Ｒ6年度事業に係る内部調整の実施

12
土
木
部

交
通
政
策
課

3．交通安全
の施設整備と
啓発を行い、
交通事故を
減らします

3．交通安
全の施設整
備と啓発を
行い、交通
事故を減ら
します

交通安全啓発事業

川西能勢口駅周辺
を中心とした違法駐
車対策の推進

違法駐車・迷惑駐車の防止を図り、市民
の安全で快適な生活環境を保全します。

・違法駐車防止重点地区内における
　瞬間駐車台数の減少：前年比－10%

・川西能勢口駅以外の駐車多発箇所
　における実態把握と関係団体との
　対応調整（２地区）

随時：川西能勢口駅周辺における街頭啓発(1回/月)
4月：川西能勢口駅周辺商業施設との対応策の協議及び実施
6月：(GH地区)昨年度実施調査結果を踏まえた対応の地元協議
10月：違法駐車多発箇所における実態調査の実施
1～2月：実態調査結果を踏まえた関係団体との対策協議及び
           対策の実施 →

4月：川西能勢口駅周辺商業施設との対応策の協議及び実施
6月：（GH地区）地元協議に向けた調整の実施
7月：（GH地区）地元協議を実施。今後対応協議を継続することで合意
8月：川西警察へ取り締まり強化の要望書を提出
9月：（GH地区）違法駐車防止を目的とした街頭啓発を実施
10月：違法駐車多発箇所における実態調査の実施
11月～12月：実態調査結果の分析を実施
１月：調査結果を踏まえた地元協議に向けた調整を実施(GH＆大和地区)
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3．交通安全
の施設整備と
啓発を行い、
交通事故を
減らします

3．交通安
全の施設整
備と啓発を
行い、交通
事故を減ら
します

交通安全施設整備
事業

自転車交通安全対
策の推進
(ハード事業)

市内の自転車関係交通事故の多発を受
け、自転車事故減少に向けて施設整備
を行います。

自転車事故の減少：前年比53件減
　　　　　　　　　　　　　の130件
　　　　　　　　　　　　　(約30％減)

4月～5月:データ分析・対策箇所の選定
6月:対策内容・補正予算措置の検討。
　　 兵庫県との協議。
9月～:対策工事発注
12月:工事完成

★

4月：対策箇所・内容の決定
5月：明峰地区を中心とした対策工事発注準備
6月：ガイドポストコーン見積り内容精査
7月：ガイドポストコーン設置工事発注（8/12施工開始）
8月：ガイドポストコーン設置完了・交差点路面標示発注準備
9月：路面標示発注・工事完了
10月：啓発用電柱幕発注
12月：電柱幕設置完了　
　⇒　整備完了
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2．道路や橋
りょうの安全
性・機能性を
高めます

2．道路や
橋りょうの
安全性・機
能性を高め
ます

歩道整備事業

自転車交通安全対
策の推進
(ハード（自転車通行
空間）事業)

市内の自転車関係交通事故の多発を受
け、自転車事故減少に向けて重点的に
自転車通行空間の整備を進めます。

自転車事故の減少：前年度比53件減
　　　　　　　　　　　　　の130件
　　　　　　　　　　　　　（約30％減）

市長・副市長協議(4/17)
4月～5月：交付申請、財政部局と実施に向けた協議
6月：対策路線の整備における関係部署との協議・調整
7月：9月議会による補正予算協議・資料作成
9月：工事発注
11月～：工事
1月：工事完了

★

市長・副市長協議(4/17)
　4月：財政部局と実施に向けた協議
　6月：関係機関との協議（警察）
　7月：9月議会による補正予算協議・資料作成
　8月：関係機関との協議にて計画が確定（県警）（8/22）　
　9月：工事発注（11月上旬契約予定）
11月：契約締結（11/15）　※着工12月中旬、完成年内予定
12月：矢羽根整備完了（12/19）
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28．豊かな自
然環境を次
世代へ継承し
ます

28．豊かな
自然環境を
次世代へ継
承します

街路樹維持管理事
業

街路樹維持管理計
画の推進

・街路樹維持管理計画に基づき、道路空
間の安全性確保を前提とし、適正な維持
管理による緑の質の向上を目指し、街路
樹の再整備を進めます。

街路樹維持管理計画に基づき、再整備
内容の決定（目標２地区）

4月：市長説明
5月：市域全域への周知（コミュニティ協議会連合会等）
6～7月：実施地区の決定
8～3月：地域との将来像の共有、再整備内容の決定

→

4月：計画策定に係る市長説明(4/28)
5月：計画の策定、市域全域への周知（コミュニティ協議会連合会等）
6月：コミュニティ役員等への個別説明（東谷、清和台、牧の台）、市議会へ
情報提供、広報誌への掲載
7月～11月：コミュニティ役員等への個別説明（多田、けやき坂、久代、桜が
丘、加茂、緑台・陽明、明峰、多田東、北陵、川西、川北）
※個別問い合わせのあった東久代西町自治会、川西市鴬台自治会、西多
田団地自治会には別途説明
10月：実施地区の選定[けやき坂、西多田]（市長説明10/16）
11～2月：R6年度実施に向けた協議（けやき坂コミュニティ、西多田団地自
治会、西多田自治会、+鴬台自治会）
3月：けやき坂コミュニティ住民説明会（3/16）


